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　日常生活を送る中で、「ごみ」は必ず出てきます。その「ごみ」
は、主に燃やして処理するもの、埋め立てて処理するもの、
そして「資源物」のようにリサイクルされるものに分かれます。
　「ごみ」を燃やす際に発生するダイオキシンの問題は、ご
み処理施設による厳重な管理・抑制が行われておりますが、
処理過程で排出される二酸化炭素等の温室効果ガスにより、
地球温暖化が深刻化するなど環境へのダメージが少なからず
存在します。埋め立て処理についても、最終処分場の容量に
は限りがあり、新たな場所を新設する場合は、多くの費用が
かかることになります。
　このような「ごみ」問題の解消やカーボンニュートラルに
向け、「ごみをゼロにする」必要がありますが、日常生活の
中で必ず排出される「ごみ」を「ゼロにする」のは現実的に
は難しいため、「ごみを減らす」ための取り組みが求められ
ています。
　「ごみ」の中から、かん・びん・ペットボトル等の「資源
物」を分別・リサイクルし、新たな資源として復活させるこ
とは、「ごみをゼロにする」ことと同じことです。
　下妻市では、「下妻市分別収集計画」を策定し、一般廃棄
物（ごみ）の大半を占める容器包装廃棄物（かん・びん・
ペットボトル・紙パック等）の分別収集や、３R（リデュー
ス、リユース、リサイクル）を推進することによって、「ご
み」の減量や最終処分場の延命化、資源の有効利用など循環
型社会の形成に努めています。
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と
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。
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搬
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。

缶をつぶして原料化する新しいアルミ缶に！

分別してごみ出し

ごみ処理施設「クリーンポート・きぬ」
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